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賞与を支給する際の社会保険に関す

る留意点   

社会保険料（健康保険料・介護保険

料・厚生年金保険料）は毎月支給する給

与のほかに、賞与（原則、年3 回以下の

支給に限る）を支給したときにもかかりま

す。そこで改めて賞与を支給する場合の

社会保険料の計算や届出に関する留意

点について確認します 

 

◆賞与の支給と社会保険料    

毎月支給する給与は、支給額に基づき

標準報酬月額が決定・改定され、この標

準報酬月額に基づいて従業員や会社が

負担する社会保険料が決定されます。賞

与に関しては、支給する賞与額から1,000 

円未満の端数を切り捨てた「標準賞与

額」に保険料率を乗じて、その都度、社会

保険料が決定されます。標準賞与額には

上限があり、健康保険・介護保険は年間

累計額573万円（毎年4月1日から翌年3

月31日までの累計額）、厚生年金保険は

支給1ヶ月あたり150万円が上限となりま

す。なお、同月内に賞与が2回以上支給さ

れるときは合算した額が厚生年金保険の

上限となります。 

 

◆育休中の従業員への支給  

育児休業中の社会保険料は、会社が

手続きをすることで、その徴収が免除され

ることとなっています。免除の対象となる社

会保険料は、育児休業等を開始した日の

属する月から育児休業等が終了する日の

翌日が属する月の前月までの期間の、毎

月の社会保険料です。ただし、賞与にかか

る社会保険料は、育児休業の期間が１ヶ

月を超えるときにのみ、免除となります。免

除の対象は、末日が育児休業である月に

支給される賞与の社会保険料です。  

 

◆賞与支払届の提出   

賞与を支給したときには、支給日から5

日以内に賞与支払届を日本年金機構に

届け出する必要があります。この届出内容

に基づき、社会保険料が計算されるととも

に、将来受け取る年金額の計算の基礎と

なります。日本年金機構に賞与支払予定

月を登録している会社では、被保険者の

氏名や生年月日等が記載された届出用

紙または電子媒体が、原則として賞与支

給予定月の前月に届くことになっていま

す。なお、登録している賞与支払予定月に

賞与を支給しなかったときには「賞与不支

給報告書」の提出が必要です。  

 

退職等により社会保険の資格を喪失す

る日が属する月に支給する賞与には、社

会保険料がかかりません 

ただし、資格を取得した月と同じ月に資格

喪失をした場合で、資格取得日から資格

喪失日の前日までに支払われたものであ

れば、社会保険料がかかることになってい

ます。なお、健康保険では、社会保険の資

格を喪失する日が属する月に支給した賞

与でも、資格喪失日の前日までに支払わ

れた賞与については、標準賞与額として決

定し、年間累計額に含めることになってい

るため、該当する従業員がいるときには、

賞与額等の記入漏れがないように注意が

必要です 
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